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うれし いな“七五三"

七五三は、 3歳 (男女)5歳(男)7歳 (女)の子どもが氏神に

お参りしてすこやかな成長を祈る行事です。

こと Lは、7日と 8日に行なわれましたが、犬塚久さん(大和町)

の久仁子、隆行、久恵ちゃん姉弟をはじめ、約40人の"かわいこ

ちゃん"が母親に手をひかれ元気でお祈 り。千歳あめのプレゼ〉ト

に大はしゃぎしていました。
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人口は10，2 62 A 
論議議勤務議
すすむ過疎化現象

た百てな:万
も五いり二十
円十ま前百月
で六す 回 六 一
、世 。(十日

総帯ま昭二現
理にた和人在
府な、四(で
統り世十男行
計ま帯年四な
局しは ) 千わ
かた逆に九札
ら 。に上I二百た
正こ九べ二図
式れ十‘ 十 勢
発は世九三割
表、帯百人査
さ桧(八 、の
れ山 三 十女結
る支 人五果
前庁四 二 千
のが%八三今季四) 百金
日ふ四 三 町
で概え%十円
す数て)九人
。発 こ が人 口
表干減 ) は
しプてっと

一

国勢調査の人口と世帯数

年

明治30年

大正元年

昭和元年

5年

10年

8，183 

7. 170 

9，422 

10. 546 

1，726 I 10，192 
1， 931 I 11. 542 

25年 12，065112，166 

30年 I2，174 I 12.528 

35年 I2，419 I 12.437 

40年 I2， 566 I 11 ， 242 
4E年 I2，656 I 10，262 
(明治30年と大正元年は参考)

第

五

第
五
回
臨
時
町
議
会
は
、
十
月
二
十

八
日
聞
か
札
、

~
般
会
計
制
正
予
算
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

一
般
会
「
討
は
、
哉
人
歳

口

700 

人

218 

1，440 

1，232 

1，596 

1，821 

15年

20年

世帯数次

ζ 

本
町
は
、
別
表
で
も
わ
か
る

と
お
り
昭
和
三
十
年
ま
で
順
調

に
伸
び
て
一
万
二
千
五
百
二
十

八
人
に
な
り
ま
し
た
が
ど
れ
を

ピ
ク
に
そ
の
後
調
査
こ
と
に

減
っ
て
い
ま
す
。

最
近

『年
寄
り
は
ほ
う
っ
て

い
て
も
ふ
え
る
が
若
い
も
の
は

消
え
て
い
〈
』
と
よ
〈
耳
に
し

ま
す
。
基
幹
産
業
向
農
業
は

、
基
盤
盤
備
、
機
械
化
な
ど
で

労
働
力
の
合
理
化
が
す
す
め
ら

れ
、
過
剰
労
働
力
と
な
っ
た
良

家
町
二
、
三
男
が
大
都
市
へ
と

流
出
す
る
の
が
お
も
主
原
図
的

よ
ー
で
す
。

こ
と
し
向
学
校
基
本
劉
査
の
結
果
を

み
て
も
、
中
学
校
卒
業
者
二
百
七
十
六

人
的

1
ち
百
七
十

一
人
が
高
校
へ
進
学

し
て
い
ま
す
が
、
就
職
者
八
十
人
的

3

ち
七
O
%
に
あ
た
る
五
十
六
人
が
愛
知

東
京
な
ど
道
外
的
大
都
市
に
就
職
し
、

自
営
業
に
つ
い
た
の
は
わ
ず
か
六
人
と

い
3
現
状
で
す
。
こ
の
傾
向
は
、
高
校

卒
業
者
に
も
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ

3
に
、
地
方
的
人
口
が
大
都

市
へ
流
出
す
る
こ
と
は
、
現
在
的
経
済

市街地は順調に発展 Lているのだが

機
柿
で
は
さ
け
句
し
れ
な
い
現
象
的
よ
7

で
す
。
桧
山
管
内
で
も
全
町
が
軒
並
み

減
少
し
て
お
り
、

一
万

一
千
三
百
二
十

人
減
(
一一

・
八
%
)
円
八
万
五
千
二

百
六
十
九
人
と
‘
過
疎
化
の
法
的
激
し

さ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

大
成
町
町

一
七

・
三
%
を
卜
y
プ
に

北
桧
山
町
内

一
五

・
六
%
、
上
ノ
国
町

の
一
五
・

三
%
な
と
八
町
が

一
O%
以

上
円
減
で
、

一
O%
以
下
は
、
今
金
町

内
八

・
七
%
と
江
差
町
町
三

二

%
と

部
分
的
に
で
も
実
施

難
航
す
る
町
内
再
編
成

町
内
再
編
成
問
題
を
協
議
す
る
辿
合

町
内
会
町
一再
編
成
委
員
会

(六
人
)
は

四
日
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

六
月
六
日
連
合
町
内
会
で
作
成
し
た

試
案
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
経
過
と
今

後
町
方
策
に
つ
い
て
協
柏崎し
ま
し
た
が

商
庖
街
地
域
内
区
画
編
成
に
①
向
い
合

っ
た
商
庖
の
協
澗
件
②
長
い
間
的
感
情

的
な
も
の
な
ど
か
ら
‘
ま
だ
困
難
性

が
残
っ
て
い
ま
す
.

こ
の
た
め
、
年
内
に
い
っ
せ
い
に
区

画
改
正
が
で
き
な
い
場
合
は
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
部
分
的
に
で
も
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
脳
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

各
単
位
町
内
会
的
意
見
と
実
情
を
再
調

査
し
、
そ
の
結
果
を
も
ち
よ
っ
て
、
月

末
に
'迎
合
町
内
会
内
全
体
会
識
を
開
〈

げ守/

;.)j;.t:料
~v，~里
ぷ講
;， ¥十習

誌や
~!::千呆
~;t{ft育
汚所6

鈴
金
生
活
改
善
ひ

ー善/き
タつ 山

:改 1て 村
警』活掻
ι が 工輿
苧十さ法
Fご月れに
つ 三 てよ
。 を十い る

';> .eた特
ζ ~ 車Jj
切定鈴 l耳1
.侍ど金発
さお地事
h.リ区業
、元三主主グ〉

:E成。罪 l
す;今喜ナ
ーf圭セを

チ
ビ

ッ

生
活
改
普
セ

ン
タ
ー
は
、
術

強
プ
ロ

y
ク
造

平
屋
建
二
百
六

十
五
平
方
幻
で

八
十
人
収
寄
の

集
会
虫
記
兼
保
育

室
を
は
じ
め
制

連
実
習
室
、
研

日
進
飲
料
水
施
設
工
事
費
を
追
加

下さ'-

回

臨

時

町

議

会

万子出
追t):そ
加平総れ
きf1J頒ぞ
れにはれ
たな、八
のり五十
はま億四
L六万
日た千円
進 。三追
地百加
区八さ
飲十れ
料八

コ
広
場
も
併
設

修
室
、
静
養
室
主
ど
多
目
的
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
、
外
観
も
明
る
い

ク
川
!
ム
色
町
ス
マ
ー
ト
な
却
は
明
で
す
.

集
会
室
に
は
、
会
議
用
机
二
+
五
、

い
す
八
十
、
幼
児
用
机
い
す
三
+
組
、

虫
川
、
教
点
、
オ
ル
ガ
ン
、

プ

レ

ヤ

!
八
ミ
リ
映
写
機
な
ど
が
備
え
ら
れ

産

主

的
集
会
季
節
保
育
所
、
婚

机
主
ど
に
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

水
施
設
工
事
費
に
七
十
二
万
円
、

二
十

七
日
に
笑
砲
さ
れ
る
土
地
改
良
区
総
代

J
1寄
に

十
二
万
円
で
す

日
進
地
区
内
飲
料
水
施
設
は
‘

一
月

三
十

一
日
の
豪
雪
災
害
で
折
損
し
て
い

ー
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
開
騨
通
語
附
常

事
業
と
し
て
六
十
万
円
町
造
費
削
助
も

決
ま
り
、
延
長
二
百
四
十
H

川
町
石
紛
管

が
鋼
管
に
取
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

.圃・回-

ア己

成

ヨ会づ ど五I(と会理1
、き南が 買な講調

喝咽圃 53型Tf定ど習書
費修而ら C去品意書
話至 Lれン息調用実重
吉iq又Lてジ理さ 55に
警生 2J向P2JJ4 
白活いて理["まよ圭 J~

?委主 U うZii
t語雪 言冷zaゐ

・崎式究料

面白
八

+

人

収

容

の

集

会

室

iiiI 

立
っ
て
い
ま
す
.

今
金
町
内
に
お
い
て
も
過
疎
‘
過

密
の
現
象
は
み
ら
れ
、
市
街
地
的
人
口

が
五
千
三
人
で
前
回
よ
り
九
十
五
人

(

一

九

%
)

占
え
、
人
口
が
減
っ
て
い

る
の
は
部
落
だ
と
い

5
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。

世
帯
は
、
核
家
族
化
が
ま
す
ま
す
す

す
ん
で
お
り
、
九
十
世
帯
占
え
て
、
一

世
帯
平
均
三

・
九
人
と
は
ヒ
的
て
四
人

台
を
わ
り
ま
し
た
。

計
画
で
す
。

①
町
の
人
事
①

〈
十
月
十
九
日
付
〉

マ
土
地
改
良
課
長
小
西
末
春
マ
建
設

謀
長
兼
水
道
室
長
宇
野
浩
マ
税
務
課

長
重
村
栄
吉
マ
企
画
室
妄
有
賀
正

夫
マ
公
民
館
長
飯
田
政
市
マ
企
画
室

企
画
係
長
上
回
邦
孝
マ
町
民
課
住
民

係
長
兼
交
通
話
会
係
長
大
塚
勝
三
マ

同
採
国
保
係
長
坪
回
有
隆
ヤ
税
務
課

固
定
資
産
係
長
下
山
更
治
マ
産
業
課

民
有
林
指
導
係
長
兼
商
工
係
長
白
山

孝
マ
同
課
畜
産
係
長
兼
民
有
林
指
導
係

佐
々
木
茂
マ
水
道
室
水
道
係
長
森

忠
雄
マ
同
室
水
道
係
佐
久
間
優

一
マ

町
民
課
年
金
係
平
原
昌
美
マ
総
務
課

勤
務
富
谷
吉
治
マ
農
業
委
員
会
総
務

係
長
今
野
佑
マ
教
育
委
只
会
社
会
教

育
係
兼
学
校
教
育
係
河
野
富
雄
マ
消

防
団
勤
務
田
中
敬
星

カ
老
人
ク
ラ
ブ
や
背
年
団
内
会
合
主

ど
に
通
し
て
い
ま
す
.

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
南
に
あ
る
約
五

百
平
方
灯
の
屋
外
迎
動
場
に
は
、
乗
馬

遊
動
機
、
鉄
製
ブ
ラ
ン
コ

、
ス
日、り
台、

砂
場
な
ど
が
設
世
さ
れ

『
チ
ピ
y

コ
広

場
』
と
し
て
開
放
さ
れ
ま
す
。

山
村
振
興
特
別
開

発
事
業
の
ト
ッ
プ

本
町
は
、
山
村
仮
興
法
に
よ
る
娠
輿

山
村
地
域
と
し
て
昨
年
十
二
月
に
園
内

指
定
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
凶
カ
年
計

画
で
総
制
七
千
二
百
九
十
六
万
三
千
円

に
の
ぽ
る
特
別
開
発
事
業
を
築

地
、
経
済
的
文
化
的
に
立
ち

お
〈
れ
て
い
る
地
域
内
生
産
基

盤
、
生
活
環
境
内
整
備
経
営
的

疋
代
化
に
あ
て
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

特
別
開
発
事
業
に
は
、
暗
渠

排
水
、
小
規
模
林
道
、
馬
鈴
薯

集
荷
所
、
簡
易
給
水
地
設
、
生

活
改
普
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
生

活
改
善
サ
ー
ビ
ス
カ
!
の
勝
入

主
ど
が
あ
り
、
鈴
金
生
活
改
普

セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
部
業
向
ト

y

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
改
普
セ
ン
タ
ー
は
、
四

十
六
年
度
に
稲
穂
地
区
、
四
+

七
年
度
に
ら
花
石
地
区
に
建
設

さ
れ
る
計
画
で
す
。
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流
行
し
て
か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん

本
町
の
I

記
通
事
的
は
.
十
月
末
現
化

で
人
身
作
放
が
十
六
円
(
川
年
同
期
十

七
件
)
発
生
し
、
死
者
五
人

(川
な
し

)
似
者

一十

一
人

(川
一
一」l
六
人
)
山

し
て
い
ま
す
。

六
月
ま
で
の
上
半
則
ま
で
に
は
、
J

，

一一
門
も
発
生
、
延
庖
さ
れ
ま
し
た
が
.

1

そ
の
後
発
生
ぺ

1
ス
が
鈍
リ
特
に
秋

鵬

肉

交

通

安

4
量
動
以
後
は
、
み
な
さ
ん

1
1

1

1

1

 

械

の

こ

協

力

で

一
何
も
発

主

し

な

ハ

と

ゾ

フ

よ

け

・

3

p

i

市
聞
が
ふ
レ
か
L
1

ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ご
う

j

こ
札
か
句
は
本
俗
的
な

彦
憎
ん
品
、
の
ン

l
ズ
ン
に
人
ろ

円

山
う
と
し
て
い
ま
す
。
e

組

一

例
年
こ
の
附
則
に
主
り
ま
す
と
‘
般

七
一
包
、
凍
結
主
ど
の
た
め
、
ス
リ
y
プ
に

叩
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
き
ま
す
。

山

主
か
で
も
、
プ
レ
キ
を
か
け
て
も

ま
し
た
。

叫
ス
リ
y
プ
し
、
追
突
す
る
と
い
う
事
故

t
f
節
保
育
所
は
、
十

一
月
二
十
日
で

叩
が
非
出
に
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

お
別
れ
と
な
り
、
来
年
四
月
か
ら
ま
た
雨
降
り
や
雪
道
で
は
、
特
に
車
問
距

蓄を訪幌

予
防
機
種
後
何
事
故
を
防
く
た
め

柿
鋭
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
主
ど
各
純
の

子
防
接
純
業
務
の
実
施
方
法
が
変
わ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
部
孫
単
位
に
学
校
で

集
団
接
種
し
て
い
ま
し
た
が
、
町
内
の

医
師
と
協
議
の
結
果
、
出
娠
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
.
各
医
療
機

関
で
安
全
な
接
純
を
行
主
も
う
こ
と
に
立

っ
た
も
の
で
す
。

少
々
不
便
に
主
リ
ま
す
が
、
自
分
の

他
市
山
を
司
る
た
め
で
す
。
川
体
捜
者
向
方

保護者の理解と協力を

。
年
ぜ
予
防
接
種
を
う
け
る
か

伝
染
病
を
予
防
す
る
に
は
、
予
防
接

種
が
最
も
効
山
市
的
な
こ
と
は
ご
ゑ
知
で

し
ょ
す
。
昭
利

1

“4

の
小
児
マ

ヒ
大
流
行
の
と

き
も
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
た
的
み
る
み
る
忠
布
は

減
勺
て

A
F
で
は
道
内
で

L
司
に

U
と
り
山
る
か
山

な
い
か
ま
で
に
な
り
ま
し

.。
'
i
 

f
k引産品唯
1
.
中胤

'1
し

-P
4
4
1

;
ー

て
か
ら
で
は
川
に
令
い
ま

せ
ん
。
ま
た
小
さ
い
と
き

に
す
る
万
が
副
作
則
が
少

な
い
の
で
す
。

O
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
、
家
族
の
健
康
は

r 5 1 川11111111111111111111川111川1111111111川11111川1111111111111111111川11111111111111川 111川l広報いまかね川111111111山111111111111川川川川1111111川川1111111111111111111111(第 1491 1111川111

か
お
い
い
演
技
に
拍
手

一
一
一
肘
保
育
所
で
お
遊
戯
会

学
芸
会
ン

l
ズ
ン
た
け
な
わ
円
十

一
月
七
目
、
今
金
季
節
保
昨
日
所
で
は

八
回
目
の
お
遊
戯
会
を
公
民
館
で
聞

広

き
ま
し
た
。

内
『

年
齢
順
に
ち
も
、
ゆ
り
‘
き
く
の

』

三
組
に
わ
か
れ
た
七
十
三
人
的
幼
児
町

は
、
一
カ
月
町
練
習
の
成
果
を
一

生
『

け
ん
め
い
に
披
露
。
心
配
そ
う
に
見
一

守
る
会
場
い
っ
ぱ
い
の
お
か
あ
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
も
わ
が
子
の
か
わ
い
い

前
技
に
蹴
ん
な
声
援
と
拍
手
を
お
く

っ
て

い
ま
し
た
。

舞
踊
劇

「海
彦

・
山
彦
」
を
は
じ

め
遊
戯
「
お
と
ぎ
の
国
の
舞
踊
会
」

「夢
円
ハ
ワ
イ
」
「
唐
獅
子
太
鼓
」

そ
れ
に
器
楽
合
奏
主
ど
嫌
り
だ
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
も
、

特
に
二
、

三
歳
の
も
も
組
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い

た
ち
の
剛
山
併
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
な
お
、
予
防
桜
Mm
の
さ
い
は
、
対
象

児
に
倒
別
通
知
す
る
と
同
時
に
質
問
川
市

を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
杭
問
票
に
は
、

技
師
当
日
の
別
に
、
対
象
児
の
健
康
状

態
を
記
入
し
て
も
り
ワ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
予
防
按
岡
実
施
中
に
、
明
』
り

か
立
医
川
山
H
身
の
過
失
を
除
き
、
不
可

抗
力
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
正
門
山
市
代
、

後
引
叫
ん
杭
の
補
似
の
み
ち
が
附
け
ま
し
九

家
族
で
守
る
。

予
防
接
Mm
は
、
伝
染
病
ロ
か
か
ら
な

い
と
い
う
円
分
を
守
る
役
目
を
も
っ
て

い
る
と
同
時
に
、
個
人
個
人
が
伝
染
病

に
か
か
ら
な
い
こ
と
は
、
社
会
全
体
を

伝
染
病
か
グ
寸
る
と
い
う
社
会
防
衛
の

ほ
臼
L
も
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
体
質
は
、
骨
組
が
最
も
よ

く
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
安
全
に
予

防
接
的
問
を
、
つ
け
る
た
め
に
も
、
ふ
だ
ん

か
ら

F
ど
も
の
他
胤
保
持
に
は
‘
じ
ゅ

う
ぶ
ん
仲
出
立
し
て
お
く
ニ
と
が
必
裂
で

す
。母
子
手
帳
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
ど

も
の
健
康
状
態
を
記
入
し
て
お
く
-
」
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。
そ
し
て
、
干
防
接

闘
を
う
け
る
と
き
は
、
日
ご
ろ
の
子
ど

も
の
健
康
状
態
も
係
町
人
に
よ
く
話
し

て
く
だ
さ
い
.

0
か
か
り
つ
け
の
医
師
で
う
け
ま
し
ょ

うふ
だ
ん
か
ら
の
か
か
日
つ
け
の
医
師

が
い
る
場
合
は
、
そ
こ
で
う
け
ま
す
と

お
子
さ
ん
の
体
質
や
禁
忌
な
ど
を
よ
く

fょ 4τ
。カξ こ

，し、と
門己し
きも
fLイ
るン
11寺フ
即11レ
にエ
なン
りザ
まの
L i.配

Y ZZ〉fiミt躍EE2E学Z主与 222tィ事ィ
t z手17Zt t 2l t主主 E主巨大主主5護汗i
にのと汗カ:か F15Z主主Z量ぶZ震と だしエ急エ
tT5Z 3i i ;f襲警三議ゴf品zE ;i 5与警与
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4月

知
っ
て
お
り
、
ま
た
、
異
常
が
あ
っ
た

と
き
は
す
ば
や
く
手
当
が
で
き
る
の
で

安
心
で
す
.

医
師
あ
る
い
は
役
場
と
相
談
し
て
う

け
て
く
だ
さ
い
。

す液い I宙つ
tJ'は f品をな:作

?霊 2少訳、 インフルエンザの予防 、11iす殺こウ
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ま
た
、
市
町
ー
の
降
り
始
め
の
こ
ろ
に
は

山
間
部
の
川
主
ど
で
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
や

チ
ェ
ー
ン
の
朋
訟
が
な
く
、
大
き
主
事

故
が
起
こ

っ
て

い
ま
す
。
必
ず
チ
ェ
ー

ン
を

m
Bし
ま
し
ょ
う
.

ス
リ
y
プ
、
迫
突
な
ど
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
‘
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
、
1

0
制
動
灯
.
ブ
レ
ー
キ
町
在
検
繋
備
を

確
実
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

口
速
度
に
応
じ
た
適
度

主
卓
間
距
離
を
と
り

ま
し
ょ
ヲ
。

。
ム
リ
な
追
い
越
し
は

や
め
、
日
十
め
に
A
H
い

図
を

L
.
円
十
め
に
プ

レ
1
考
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

。
完
全
な
ス
ベ
リ
止
め
装
泣
を
し
ま
し

よ‘ヲ
。

じ
ゅ
う
ぶ

ん

な

車

間

距

離

で

で
す
.
追
突
を
さ
け
る
た
め
に
必
喪
主
距
峨

は
、
走
行
速
度
六
十
キ
ロ
的
場
合
は
三

十
灯
、
四
十
キ
ロ
町
場
合
は
二
十
M
M

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
札
は

夏
道
的
場
ム
円
で
す
の
で
、
雨
降
り
や
雪

道
、
下
リ
坂
な
ど
で
は
長
的
に
と
り
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-中小企業 r年末金融」が融資され
ます。

道信用保証協会では、中小商工章者

的資金繰リを緩和するた的に「年末金

融」を実地Lています.

1¥1し込み先は、町内町金融機関て.'12

H25固まてーて'す.

b融資金制 l企意 200万円以内
b資金使途 ji転資金
p融資I!JJI:Ij 6カ月以内
b融資手11尋:.; fl.金融機関町判Jl'

1> 111 保 I(，("IJとLて必要

[> ~T-しいことは、 i;.tt，品目業~lnl1工係か
mi工会へ
・年末の郵便物はお早めに

年末{ま、平1I1;I1.fに比べてとヲ LてL
郵便物内la出しがif(なります。郵
便局では、スムーズに迎ょょう持力し

ていますが、なんとい勺て L皆さんの
協力をf寺たねばなりません。
次的ニとに盟意Lて早めに郵便物を
:ilして〈だき"0 
0年間状に備え、住所録円郵便番号を

料理Lましょう.
。年末は輸送 L混雑するのて¥小包は

1 2月 15日ころまでに I'~ して ( t.ごさい.
0年 1~状は 12月 15 日 から取リ被います.
なるべく 12月 22 固までに，'/-~Lて〈だ
さい

0;主f町郵便物が毎年か宇りあります
同開者ゃニfどもさんあての郵便には、
必ず世，市主円周がきを往いて〈ださ

い町内各郵便局)

・海上保安学生を募集

海上保安庁では.次により海上保安

大学及び保安学校学生を事mしていま
す.受験希望町方は 瀬棚海上保安特

に必聞い骨わせ ください

1>受験資格昭和22'手4月 2日以降に

生まれた男 fで高等学校卒業か来
春卒業見込町者

1>受付期JlII 1l月25日か句 12月10日ま
てF

b試験期日 昭相46年 1月16. 17日
b採用者数梅上保安大学約50名 海
上保安学校約 145名

b待 遇学生町期間中も、国軍公

務員と Lて所定的給与が支給されま
す.

お知らせ

。
ブ
レ
ー
キ
、

ハ
ン
ド
ル
の
か
け
過
ぎ

切
り
過
ぎ
は
危
険
で
す
。

。
雪
道
で
は
、
ポ
ン
ピ
ン
グ
制
動

(プ

レ
キ
を
小
刻
み
に
か
け
る
)
を
し

ま
し
ょ
、
ヲ
。
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議
あ
な
た
は
選
挙
人
名
簿

に
載
っ
て
い
ま
す
か

明
年
四
月

に
心
議
会
認

良
と
知
事
(

十

一
日
4

町

議
会
議
uH
と
町
民
(
-一
十
半
日
)
の

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

枇

L
身
近
か
主
‘
い
収
も
関
心
的
深
い

選
挙
で
す
が
、
選
挙
椛
を
行
使
す
る

た
め
に
は
‘
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
札
る
要
件

は
年
齢
尚

一十
年
以
上
の
日
本
国
民

で
、
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
今
金
町

的
住
民
地
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
‘

u民
法
本
台
艇
に
蛍
μ
附
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
選
挙
怖
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
辛
い
わ
け
で
す
。

民
出
川
‘
白
川
A
W
楠
本
台
阪
に
登
録
さ

れ
て
い
て
も
実
際
に

M
白
し
て
い
な

い
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
立
録
さ
札

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
親
も
と
を
は
な
れ
て

他
市
町
村
で
学
生
生
活
を
し
て
い
る

場
合
は
、
就
ザ
地
が
住
所
と
な
る
の

で
、
転
入
届
を
し
辛
け
れ
ば
ど
ち
竹

内
選
挙
人
名
簿
に
も
登
録
さ
れ
主
い

と
い

3
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

転
出
、
転
人
ま
た
転
川
町
服
は
忘

れ
ず
に
行
主
い
、
あ
な
た
が
住
民
地

本
台
収
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
7

か
を
確
か
的
て
お
〈
-
、と
が
必
要
で

す。
こ
と
し
的
定
時
登
録
は
九
月
に
終

り
ま
し
た
が
、
転
入
者
や
新
有
総
者

は
と
〈
に
縮
か
め
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

マ
十
月
末
的
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

六
千
七
百
十
凶
人

/
ぶ
づ
金
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

投

票

日

十午
前
九
時
i
午
後
三
時

月

二

十

七

日

投
票
一
時
間

Ir 

羊蹄山も一望ピ
美利河温泉に遊歩道

-
』
と
し
開
泉
七

十
周
年
を
迎
え
た

美
利
河
温
泉
に
名

物
が
ひ
と
つ
増
え

ま
し
た
.

こ
れ
は
、
美
剃

河
温
泉
町
裏
山
を

利
用
し
、
遊
歩
道

を
つ
く
ろ
う
と

今
金
営
林
署
が
『

丸
山
』

(海
抜
約

六
百
七
十
幻
)
ま

で
の
こ

・
八
キ
ロ

に
尾
根
づ
た
い
に

歩
道
を
開
設
し
た

も
の
で
す
。

遊
歩
道
は
、
お
年
寄
り
ゃ
子
ど
も
で

人口 11，400 

男 5，544

女 5，856

世帯 2，858 

(45、10、31現在)

。
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

平
尾
貴
之
(
俊
彦
長
男
)
種

川

荒
井
さ
お
り
(
敏
男
長
女
)

寒

鼻

湯
沢
ま
さ
み
(
陸
長
女
)
高
美
町

秋

田

和

幸

(
正
夫
長
男
)
末
広
町

高

橋

浩

(

宰

長

男

)
緑

町

加

藤

裕

二

(

茂

二

男

)
柳

町

佐
藤
英
樹
(
光
也
長
男
)
緑
町

も
楽
し
く
散
歩
で
き
、
頂
上
に
上
が
る

と
、
速
く
羊
蹄
山
、
内
浦
湾
、
国
道
一
止

号
線
、
出
吋
都
沖
も
一
望
の
も
と
に
見
渡

せ
ま
す
。

附
川
岬
紫
朴
主
仙
境
と
し
て
判
明
し
ま
れ

て
き
た
品
米
に
、
健
康
的
で
俗
じ
ん
を

払
3
の
に
此
過
な
施
設
が
で
き
、
い

っ

そ

1
親
し
ま
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
不
便
だ
っ
た
尚
山
市
道
路
は
唱

械
の
完
成
で
約
-
一キ

ロ
白
地
占
‘
ま
で
に

近
づ
き
、
川
を
渡
る
苦
労
む
主
く
な
リ

ま
し
た
。

英
利
河
川
川
山
市
は
、
十
日
か
ら
h

そ
眠
に

人
り
ま
し
た
が
.
米
ン

l
ズ
ン
は
揚
泊

客
や
家
族
づ
札
主
ど
で
に
ぎ
わ
う
こ
と

で
し
ょ
、
〉
。

本
国

T
Y
T
(
消
勝
目
白
女
)
寒
目
軒

大

松

春

美

(春

男

長

女

)
八
幡
川
町

栗

沢

英

樹

(次

夫

長

男

)

盟

国

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

境

団

広

美

H
伊

藤

広

子

昭

和

町

小
池
勝
利
口
内
出
み
ち
子
南
町

大
竹
吉
光
目
白
々
木
妙
子
大
和
町

概

道

義

雄

H
佐
々
木
友
子
大
和
町

中

沢

明

夫
H
Jハ
鉛

紀

子

寒

鼻

阿

部

勝

雄

H
技

辺

信

子

本

町

圃
お
く
や
み
も
J

し
あ
げ
ま
す

一足

加

弘

四

十

六

紛

柳

町

鈴
木
ハ

ジ
メ

六

十

八

歳

鈴

金

門

間

佐

四

治

七

十

一
歳

花

石

伊

藤

利

者

二
十
成

御

影

(十
月
分
)

~I恥

は町内で買おう「たlまこ』
納期までに完納しよう

20本入りたばこで約13円87銭がたば
こ消費税として町の収入になります。

今年度は1，329万円の収入が見込まれ
ています。

国民健康保険税

〈第5期〉

11月30日まで

d
L
 


